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平
成
23
年
第
１
回
定
例
会
は
、２
月

28
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
25
日
間

に
わ
た
り
開
会
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、市
長
の
施
政
方
針
に
対
す

る
各
派
の
代
表
質
問
並
び
に
市
政
に

対
す
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、市
長
の

政
治
姿
勢
を
た
だ
す
と
と
も
に
、新
年

度
の
行
財
政
運
営
の
方
向
を
示
す
平

成
23
年
度
当
初
予
算
な
ど
市
長
提
出

議
案
17
件
、議
員
提
出
議
案
６
件
に
つ

い
て
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
し
、３
月
24
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
平
成

23
年
度
の
当
初
予
算
は
、
下
表
の
と
お

り
総
額
７
９
３
億
８
０
８
２
万
８
０
０

０
円
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
は
、
昨
今
の
経
済

情
勢
や
高
齢
化
に
よ
り
、
社
会
福
祉
や

社
会
保
障
の
経
費
が
大
幅
に
伸
び
続
け

る
な
ど
、
経
常
的
な
経
費
で
は
引
き
続

き
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
国
民

健
康
保
険
事
業
の
累
積
赤
字
に
つ
い
て

も
、
い
ま
だ
解
消
に
至
ら
な
い
課
題
が

あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み

立
て
は
、
財
政
健
全
化
計
画
案
を
大
幅

に
上
回
る
な
ど
、
一
定
の
投
資
的
事
業

を
行
え
る
状
況
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

健
全
化
へ
の
道
は
、
軌
道
に
乗
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
新
年
度
の
予
算
に

つ
い
て
は
、
収
支
均
衡
型
を
堅
持
し
つ

つ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
ま
ち
づ

く
り
の
発
展
の
た
め
、
積
極
的
な
予
算

編
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
前
年
度
比

１
・
７
％
、
８
億
５
０
０
０
万
円
増
の

５
０
２
億
３
４
０
０
万
円
で
、
主
な
事

業
は
、
地
域
通
貨
発
行
運
営
交
付
金
、

騒
音
対
策
と
し
て
の
企
業
操
業
支
援
補

助
、
住
宅
市
街
地
総
合
整
備
、
新
統
合

中
学
校
開
設
な
ど
で
す
。

　
本
年
度
予
算
の
採
決
に
当
た
っ
て

は
、
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保
険
事

業
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
の
各
特
別

会
計
が
反
対
討
論
の
後
、
賛
成
多
数

で
、
残
り
３
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
全
員
異

議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、一
般
会
計
予
算
の
各
常
任
委
員

会
で
の
審
査
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
会
の
あ
ゆ
み

（
平
成
23
年
２
月
１
日
〜
４
月
30
日
）

２
・
９ 

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
　
　 

域
連
合
議
会
定
例
会

　　
　
10 

河
北
市
議
会
議
長
会
議
員
合

　
　
　 

同
研
修
会
　

　　
　
10 

全
国
市
議
会
議
長
会
地
方
財

　
　
　 

政
委
員
会

　　
　
17 

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会

　
　
　 

協
議
会
定
期
総
会

　　　
　
21 

議
会
運
営
委
員
会

　　
　
28 

本
会
議
（
第
１
回
定
例
会
開

　
　
　 

会
）

　３
・
１ 

大
阪
府
市
議
会
議
長
会
総
会

　
　
　 

・
新
正
副
会
長
会

　　
　
９ 

議
会
運
営
委
員
会

　　
　
９ 

本
会
議 

（
代
表
質
問
）

　　
　
10 

本
会
議 

（
代
表
質
問
・
一
般

　
　
　 

質
問
）

　　
　
14 

民
生
常
任
委
員
会

　　
　
15 

建
設
文
教
常
任
委
員
会

　　
　
16 

議
会
運
営
委
員
会

　　
　
17 

総
務
水
道
常
任
委
員
会

　　
　
24 

本
会
議 

（
第
１
回
定
例
会
閉

　
　
　 

会
）

　　
　
28 

守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
議

　
　
　 

会
定
例
会

　　
　
28 

く
す
の
き
広
域
連
合
議
会
定

　
　
　 

例
会

　　
　
30 

飯
盛
霊
園
組
合
議
会
定
例
会        

　４
・
６ 

東
部
大
阪
治
水
対
策
促
進
議

　
　
　 

会
協
議
会
正
副
会
長
会
・
監

　
　
　 

事
会

　　
　
７ 

大
阪
府
市
議
会
議
長
会
監
事

　
　
　 

会
・
新
旧
正
副
会
長
会 

　　
　
12 

近
畿
市
議
会
議
長
会
定
期
総

　
　
　 

会

　　
　
24 

門
真
市
議
会
議
員
選
挙
投
開

　
　
　 

票
日

当
初
予
算
　
23
議
案
を
可
決

予
算
総
額
７
９
４
億
円

予
算
総
額
７
９
４
億
円

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
進
捗
状
況

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
進
捗
状
況

北
島
市
街
化
調
整
区
域

北
島
市
街
化
調
整
区
域

第１回定例会

　な
ど
　な
ど

　
建
設
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
北
島

地
域
に
お
け
る
東
・
西
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
の
進
捗
状
況
を
た
だ
し

た
と
こ
ろ
、
東
地
区
に
つ
い
て
は
、
昨

年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
回
答
者

の
半
数
以
上
が
ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
当
該
地
区
に

位
置
す
る
運
動
広
場
が
、
近
く
借
地
契

約
の
満
了
を
迎
え
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
、
先
行
す
る
西
地
区
と
の
一
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
現
在
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
に
お
い
て
地
権
者
の
土
地
利
用
の

意
向
を
確
認
す
る
た
め
、
個
別
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
西
地
区
に
つ
い
て
は
、
昨

年
、
同
協
議
会
に
お
い
て
選
定
し
た
事

業
化
検
討
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
三
井
不

動
産
株
式
会
社
、
京
阪
電
気
鉄
道
株
式

会
社
の
２
社
と
事
業
手
法
や
条
件
な
ど

の
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
権
者

の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
、
個
別
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
な
お
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
地
権
者

の
意
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
た
め
、

同
協
議
会
で
は
商
業
施
設
や
農
地
、
緑

地
、
公
園
等
の
具
体
的
な
配
置
計
画
を

立
案
で
き
る
時
期
で
は
な
い
が
、
農
地

を
１
カ
所
に
集
約
す
る
な
ど
、
原
風
景

を
感
じ
ら
れ
る
一
定
規
模
の
緑
地
等
の

保
全
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
次
に
、
23
年
度
実
施
さ
れ
る
中
学
生

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
内
容
を

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
本
市
在
住
の
中
学

１
・
２
年
生
を
対
象
に
、
英
語
力
の
向

上
を
図
り
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
英
語

の
意
見
発
表
の
機
会
を
平
等
に
提
供
す

る
も
の
で
、
優
秀
者
に
は
、
異
文
化
体

験
や
国
際
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、
24
年
度
の
夏
季
休
暇
中
に

海
外
派
遣
研
修
を
予
定
し
て
お
り
、
今

後
、
連
携
す
る
大
学
と
内
容
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
24
年
１
月
運
行
予
定
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
進
捗
状
況
、

小
・
中
学
校
の
朝
の
開
錠
支
援
事
業
の

内
容
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
、
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

 

民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
病
児
保
育

事
業
の
内
容
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
病

気
の
回
復
期
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
集
団

保
育
が
困
難
で
、
か
つ
保
護
者
の
勤
務

等
の
都
合
に
よ
り
家
庭
で
保
育
す
る
こ

と
が
困
難
な
児
童
を
受
け
入
れ
る
施
設

を
、
市
内
小
児
科
医
院
を
実
施
主
体
と

し
て
、
今
夏
を
目
途
に
開
設
す
る
も
の

で
、
１
日
の
定
員
は
３
名
、
対
象
は
０

歳
児
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
を
予
定
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
病
後
児
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
は
、
23
年
度
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
回
復
期

の
子
ど
も
を
対
象
に
医
療
機
関
等
と
連

携
の
上
、
依
頼
会
員
、
協
力
会
員
の
了

承
の
も
と
、
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
な
お
、
府
内
の
病
児
・
病
後
児
保
育

事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
21
年

度
時
点
で
、
政
令
市
と
中
核
市
を
除
く

39
市
町
村
中
、
病
児
対
応
型
が
６
市
で

計
11
カ
所
、
病
後
児
対
応
型
が
17
市
で

計
24
カ
所
、
体
調
不
良
児
対
応
型
が
16

市
で
計
65
カ
所
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
生
活
保
護
行
政
対
策
本

部
の
内
容
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
、
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
総
務
水
道
常
任
委
員
会
で
は
、
本
市

の
防
災
訓
練
の
実
施
状
況
を
た
だ
し
た

と
こ
ろ
、
22
年
度
は
職
員
１
０
９
名
に

よ
る
初
動
参
集
訓
練
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
小
学
校
区
で
は
、
地
域
の
自
主

防
災
組
織
に
よ
る
実
働
訓
練
が
実
施
さ

れ
た
が
、
今
後
は
、
市
主
催
の
市
民
や

災
害
に
備
え
た

　
取
り
組
み

災
害
に
備
え
た

　
取
り
組
み

民
間
企
業
等
を
加
え
た
総
合
型
の
実
働

防
災
訓
練
実
施
の
必
要
性
も
認
識
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難

所
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
小
・
中
・
高

校
や
門
真
市
民
プ
ラ
ザ
の
計
25
カ
所
、

収
容
可
能
人
数
は
約
１
万
２
０
０
０
人

と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
な
お
、
災
害
時
の
備
蓄
物
資
に
つ
い

て
は
、
食
糧
品
と
し
て
、
ア
ル
フ
ァ
化

米
１
万
８
８
０
０
食
、
乾
パ
ン
７
５
０

０
食
、
缶
入
り
パ
ン
３
６
０
０
食
、
粉

ミ
ル
ク
６
３
５
食
、
生
活
用
品
と
し

て
、
毛
布
１
万
５
０
０
０
枚
、
防
水
シ

ー
ト
と
断
熱
シ
ー
ト
各
１
万
枚
、
飲
料

水
袋
２
万
８
０
０
０
枚
、
組
み
立
て
式

簡
易
ト
イ
レ
97
基
及
び
ト
イ
レ
袋
４
２

０
０
枚
等
を
備
蓄
し
て
お
り
、
ま
た
、

飲
料
水
で
は
、
災
害
対
策
用
備
蓄
水
の

ほ
か
、
震
度
５
以
上
の
地
震
発
生
時
に

は
、
浄
水
場
等
の
緊
急
遮
断
弁
が
作
動

し
、
計
５
１
０
０
㎥
の
応
急
給
水
用
飲

料
水
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
が
、
今

後
、
さ
ら
に
備
蓄
計
画
を
見
直
す
上

で
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
概
要
、
事
業
仕
分
け

に
対
す
る
評
価
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
、

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　　　　　　　　  平成 23 年度当初予算総括表 　    　（単位：千円）
会　　計　　名 23年度 22年度 増減額 増減率％

一 般 会 計 50,234,000 49,384,000 850,000 1.7
特
別
会
計

国民健康保険事業 17,740,447 17,357,043 383,404 2.2
公 共 下 水 道 事 業 5,745,712 5,634,983 110,729 2.0
都 市 開 発 資 金 783 783 0 0.0
公共用地先行取得事業 795,645 1,228,291 △ 432,646 △ 35.2
老 人 保 健 事 業 － 977 △ 977 皆減
後期高齢者医療事業 1,091,563 1,065,399 26,164 2.5
水 道 事 業 会 計 3,772,678 4,163,272 △ 390,594 △ 9.4

総　　　計 79,380,828 78,834,748 546,080 0.7
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■施政方針に対する代表質問・市政に対する一般質問

質　　問　　要　　旨 質　　問　　要　　旨 質　　問　　要　　旨

かどま議会だより 156 _裏面 サイズ 273mm（W） × 403mm（H）

平成23年５月１日
議　会　だ　よ　り

１　行財政改革と公民協働について
　⑴　効率的、効果的な行政運営について
　⑵　市役所組織の改善について
　⑶　計画的な執行管理について
　⑷　広報広聴活動の充実について
　⑸　自治活動の活性化について
　⑹　市民公益活動の促進について
　⑺　電子自治体の促進について
２　男女共同参画社会の推進について
３　子育て支援について
　⑴　子育て支援環境の充実について
　⑵　母子保健の充実について
　⑶　援助が必要な家庭の支援について
　⑷　食育について
４　教育について
　⑴　学校の適正配置について
　⑵　学校施設の充実について
　⑶　教育力の向上について
　⑷　学校図書館の充実について
　⑸　不登校・いじめ対策について
　⑹　市民スポーツの振興について
　⑺　市立体育館の建設について
５　健康・福祉について
　⑴　地域福祉の推進について
　⑵　高齢者の生活支援について
　⑶　介護支援ボランティア制度について
　⑷　障がい者（児）の支援策について
　⑸　生活保障と自立支援対策について
　⑹　予防医学の推進について
６　安全・安心のまちづくりについて
　⑴　防犯対策について
　⑵　救急体制の充実について
　⑶　市民の自主防災の強化について
　⑷　快適に暮らせるまちづくりについて
　⑸　まちの顔づくりについて
　⑹　交通不便地域の解消とコミュニティ
　　ーバスの導入について
　⑺　自転車の利用環境の向上について
　⑻　門真団地の建てかえについて
７　環境保全と産業振興について
　⑴　就労支援の広域化について
　⑵　仮称「門真市環境基本条例」の制
　　定について
１　みんなの協働でつくる地域力のあるま
　ちについて
　⑴　自治活動の活性化について
　⑵　市民公益活動促進について
　⑶　市役所組織の改善について
２　将来を担う子どもが育つ教育力のある

　
我
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
後
の
経
済
危
機
を
克
服
し
、

外
需
や
政
策
の
需
要
創
出
、
雇
用
下
支

え
効
果
に
よ
り
、
持
ち
直
し
傾
向
に
あ

り
ま
し
た
が
、
円
高
の
進
行
や
海
外
経

済
の
減
速
懸
念
に
よ
り
、
先
行
き
の
不

透
明
感
が
強
ま
り
、
雇
用
情
勢
の
一
層

の
悪
化
を
初
め
、
依
然
厳
し
い
状
況
で

す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
行
財

政
改
革
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
と
と
も

に
、
収
支
均
衡
型
予
算
編
成
へ
の
移
行

な
ど
に
よ
り
、
財
政
の
健
全
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
予
断
を
許

さ
な
い
財
政
状
況
で
す
。

　
本
市
議
会
で
は
、
議
会
に
お
け
る
行

財
政
改
革
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
間
、

議
員
定
数
や
政
務
調
査
費
の
削
減
な
ど

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
議
員
報
酬
に

つ
い
て
も
、
14
年
４
月
か
ら
３
％
削

減
、
さ
ら
に
21
年
４
月
か
ら
23
年
３
月

ま
で
の
間
、
10
％
削
減
を
行
い
、
経
費

削
減
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

議
会
と
し
て
の
行
財
政
改
革
を
継
続
し

て
推
進
す
る
た
め
、
当
分
の
間
、
引
き

続
き
議
員
報
酬
を
10
％
削
減
す
る
議
会

議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
門
真
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
７
５
１
７
万
８
０

０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
５
１

８
億
４
２
４
２
万
３
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
、
本
案
は
関
係
各
常
任
委
員
会

に
分
割
付
託
し
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
。

　
建
設
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
既
存

民
間
建
築
物
耐
震
改
修
補
助
金
追
加
の

理
由
と
利
用
状
況
を
た
だ
し
た
と
こ

ろ
、
国
の
緊
急
総
合
経
済
対
策
に
係
る

22
年
度
補
正
予
算
の
成
立
に
よ
り
、
住

宅
耐
震
化
の
た
め
の
緊
急
支
援
事
業
が

創
設
さ
れ
、
現
在
、
本
市
が
行
っ
て
い

る
耐
震
改
修
補
助
１
戸
当
た
り
上
限
60

万
円
に
、
国
の
補
助
30
万
円
を
定
額
で

上
乗
せ
す
る
も
の
で
、
活
用
に
当
た
っ

て
は
、
22
年
度
中
の
利
用
申
請
と
23
年

度
中
の
耐
震
改
修
工
事
完
了
が
条
件
と

な
る
た
め
、
補
正
予
算
に
計
上
し
、
市

の
同
補
助
制
度
３
戸
分
の
予
算
と
合
わ

せ
て
、
23
年
度
に
繰
り
越
す
も
の
で
あ

　
本
市
議
会
で
は
、
次
の
４
件
の
意
見

書
を
可
決
し
、
直
ち
に
政
府
関
係
機
関

に
送
付
し
て
内
容
の
実
現
を
求
め
ま
し

た
。子

宮
頸
が
ん
予
防
、
ヒ
ブ
、
小
児

用
肺
炎
球
菌
の
３
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
化
を
求
め
る
意
見
書

若
者
の
雇
用
対
策
の
さ
ら
な
る
充

実
を
求
め
る
意
見
書

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
の
実
現
を

求
め
る
意
見
書

学
校
保
健
安
全
法
に
よ
る
医
療
費

助
成
（
歯
科
）
の
適
用
範
囲
拡
大

を
求
め
る
意
見
書

　
門
真
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
門
真
市
教
育
委
員
会
の

教
育
長
の
給
与
及
び
旅
費
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
財
政
状
況

が
最
も
危
機
的
な
状
況
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
市
長
等
の
特
別
職
の
給
与
に
つ

い
て
、
20
年
４
月
か
ら
23
年
３
月
ま
で

の
間
、
市
長
は
１
０
０
分
の
25
、
副
市

長
は
１
０
０
分
の
20
、
水
道
事
業
管
理

　
門
真
市
も
の
づ
く
り
企
業
立
地
促
進

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
市
内
製
造

業
の
企
業
の
立
地
等
を
促
進
す
る
た

め
、
予
算
の
定
め
る
範
囲
内
で
、
本
市

内
で
新
た
に
工
場
を
設
置
す
る
製
造
業

者
に
対
し
、
対
象
事
業
に
係
る
固
定
資

産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
２
分
の
１
相

当
額
等
を
門
真
市
も
の
づ
く
り
企
業
立

地
促
進
奨
励
金
と
し
て
交
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
産
業
の
振
興
や
雇
用
機
会
の

拡
大
を
図
り
、
本
市
に
お
け
る
経
済
の

活
性
化
や
市
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す

る
た
め
に
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
審
査
の
付
託
を
受
け
た
民
生
常
任
委

員
会
で
は
、
要
綱
か
ら
条
例
化
し
た
意

図
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
条
例
化
に
よ

り
、
産
業
振
興
へ
の
市
の
姿
勢
や
決
意

を
よ
り
強
く
示
す
と
と
も
に
、
同
奨
励

金
を
市
内
外
に
広
く
周
知
し
、
多
く
の

企
業
に
利
用
し
て
も
ら
い
、
事
業
展
開

の
拡
大
を
促
す
こ
と
で
、
本
市
の
産
業

振
興
や
雇
用
創
出
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
奨
励
金
の
対
象
事
業

を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
企
業
が
所
有
す

る
土
地
や
建
物
の
規
模
拡
大
及
び
新
た

な
機
械
等
の
購
入
の
ほ
か
、
事
業
者
か

ら
の
要
望
や
経
済
状
況
等
に
応
じ
て
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
規
則
で
定
め
る

意
見
書
を
可
決

意
見
書
を
可
決

事
業
で
、
生
産
能
力
や
生
産
効
率
の
向

上
な
ど
、
企
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

本
案
は
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し

た
。

議員報酬を削減議員報酬を削減

補
正
予
算
を
可
決

補
正
予
算
を
可
決

特
別
職
の
給
与
削
減
を
継
続

特
別
職
の
給
与
削
減
を
継
続

る
。

　
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
同

補
助
制
度
が
施
行
さ
れ
た
20
年
７
月
１

日
以
降
、
１
戸
で
あ
る
が
、
新
た
な
啓

発
活
動
と
し
て
21
年
度
末
か
ら
は
、
自

治
会
へ
の
耐
震
説
明
会
を
開
催
し
、
22

年
度
は
ル
ミ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル
で
北
河
内

４
市
を
対
象
に
耐
震
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
た
結
果
、
耐
震
診
断
補
助
件
数
は
21

年
度
の
９
件
を
上
回
る
17
件
と
増
加

し
、
現
在
、
数
名
の
市
民
か
ら
同
補
助

制
度
活
用
の
相
談
を
受
け
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
今
後
も
よ
り
一
層
の
耐
震
化

促
進
に
向
け
、
啓
発
活
動
や
活
用
し
や

す
い
制
度
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
23
年
度
に
小
学
校
１
校

へ
モ
デ
ル
的
に
導
入
予
定
の
学
校
図
書

館
管
理
バ
ー
コ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
効
果

と
他
校
へ
の
拡
充
な
ど
に
つ
い
て
質

疑
、
答
弁
が
あ
り
、
本
案
は
全
員
異
議

な
く
可
決
し
ま
し
た
。
　

奨
励
金
を
交
付

奨
励
金
を
交
付

製
造
業
者
の
工
場
設
置
へ

製
造
業
者
の
工
場
設
置
へ

産業振興

者
と
教
育
長
は
１
０
０
分
の
15
に
相
当

す
る
額
の
削
減
措
置
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
の
社
会
経
済
情
勢
や
諸

般
の
状
況
を
踏
ま
え
、
市
政
を
執
行
す

る
者
と
し
て
、
引
き
続
き
財
政
健
全
化

に
向
け
た
姿
勢
を
表
す
た
め
、
削
減
措

置
期
間
を
当
分
の
間
、
延
長
す
る
も
の

で
、
本
案
は
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま

し
た
。

　まちについて
　⑴　健康な身体づくり「食育」について
　⑵　児童・生徒の健全な育成と学校施
　　設の充実について
　⑶　統合新中学校について
３　安全・安心で快適に暮らせる明るいま
　ちについて
　⑴　市民の自主防災の強化について
　⑵　防犯対策について
　⑶　災害に対する備えについて
　⑷　地図混乱の解消について
　⑸　快適な住環境整備について
４　いきいきと人が輝く文化薫るまちについて
　⑴　文化・芸術振興について
５　健やかな笑顔あふれる支え合いのまち
　について
　⑴　地域福祉の推進について
　⑵　高齢者・障がい者福祉について
　⑶　生活保護の総合的対応について
１　政治姿勢について
　⑴　地域主権改革について
　⑵　橋下府政について
　⑶　市民の暮らしへの認識と市政の優
　　先課題について
　⑷　行財政改革について
　⑸　自治基本条例について
　⑹　公民協働について
２　市民の暮らしを守る施策について
　⑴　国民健康保険制度について
　⑵　高齢者施策について
　⑶　障がい者（児）施策について
３　中小企業振興・地域経済対策について
４　まちづくりについて
　⑴　幸福町・中町まちづくりについて
　⑵　第２京阪道路の環境・安全対策に
　　ついて
　⑶　北島市街化調整区域のまちづくり
　　について
　⑷　公共下水道整備について
　⑸　自転車に係る総合計画について
５　子育て、教育について
　⑴　子どもの貧困問題について
　⑵　門真市学校適正配置事業実施方
　　針の抜本的見直しについて
　⑶　確かな学力の育成と少人数学級
　　の実施について
　⑷　学校図書館の充実について
　⑸　特別支援教育について
１　門真市の未来について

　⑴　自治体として、政策形成・実務能力
　　を高め、持続可能なまちづくりを構築し
　　ていく力量が求められているとあるが、
　　市長を初め、教育長、企画・福祉・都市
　　建設の各部局の考えと、門真市の未
　　来について、どのようなビジョンを持っ
　　ているのかについて
２　将来を担う子どもが育つ教育力のある
　まちについて
　⑴　子育て応援ポータルサイトの支援
　　内容と活用方法について
　⑵　スーパーバイザーの配置状況と指
　　導員の資質向上策について
　⑶　親とのつながり、親子のつながりに
　　ついて
３　青少年の健全育成について
　⑴　中学校のクラブ活動の活性と種目
　　の拡大、帰宅部をなくす取り組みにつ
　　いて
　⑵　青少年活動センターの中身について
４　防犯対策について
　⑴　防犯強化地域であることへの認識
　　と市外に向けての発信について
５　消費生活対策について
６　まちの顔づくりについて
　⑴　北島地域を中心とした「中部まちづ
　　くり整備ゾーン」について
７　市民スポーツの振興について
　⑴　スポーツのできる場所や施設の減
　　少による弊害と運動広場や体育館の
　　拡大について
８　生涯を通じた健康づくりについて
　⑴　市内施設の活用状況と今後の考
　　え方について
９　既存産業を活かした産業活性化環境
　の形成について
10　労働環境の向上について
　⑴　インターンシップの活用について
１　第５次総合計画について
　⑴　ＰＤＣＡサイクルについて
２　時空を超えた真理について
　⑴　公民協働について
３　教育について
　⑴　教育の向上について
４　まちづくりについて
　⑴　各駅前（ターミナル）の顔づくりについて
１　人事評価制度について
　⑴　「職員力」に対する考え方について
　⑵　人事評価制度の経過について

引　き　続　き引　き　続　き

番　号 件　　　　　名 議決結果
報告第１号 専決処分の報告について 議決不要

議案第１号 北河内二次救急医療協議会規約の一部
変更に関する協議について 可　　決

議案第２号   門真市ものづくり企業立地促進条例の
制定について 可　　決

議案第３号   門真市消防団員等公務災害補償条例の
全部改正について 可　　決

議案第４号
門真市一般職の非常勤嘱託職員及び臨
時的任用職員の任用、勤務条件等に関
する条例の一部改正について

可　　決

議案第５号   
特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部改正に
ついて

可　　決

議案第６号    
門真市特別職の職員の給与に関する条
例及び門真市教育委員会の教育長の給
与及び旅費条例の一部改正について

可　　決

議案第７号    門真市手数料条例の一部改正について 可　　決

議案第８号   門真市民文化会館条例等の一部改正に
ついて 可　　決

議案第９号    平成22年度門真市一般会計補正予算
（第６号） 可　　決

議案第 10 号                    平成23年度門真市一般会計予算 可　　決

議案第 11 号                 平成23年度門真市国民健康保険事業特
別会計予算 可　　決

議案第 12 号                  平成23年度門真市公共下水道事業特別
会計予算 可　　決

議案第 13 号                  平成23年度門真市都市開発資金特別会
計予算 可　　決

議案第 14 号                  平成23年度門真市公共用地先行取得事
業特別会計予算 可　　決

議案第 15 号 平成23年度門真市後期高齢者医療事業
特別会計予算 可　　決

議案第 16 号 平成23年度門真市水道事業会計予算 可　　決

議案第 17 号 平成22年度門真市一般会計補正予算
（第７号） 可　　決

議員提出議案
第 １ 号

議会議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部改正について 可　　決

議員提出議案
第 ２ 号

門真市議会委員会条例の一部改正につ
いて 可　　決

議員提出議案
第 ３ 号

子宮頸がん予防、ヒブ、小児用肺炎球
菌の３ワクチンの定期接種化を求める
意見書

可　　決

議員提出議案
第 ４ 号

若者の雇用対策のさらなる充実を求め
る意見書 可　　決

議員提出議案
第 ５ 号

保険でよい歯科医療の実現を求める意
見書 可　　決

議員提出議案
第 ６ 号

学校保健安全法による医療費助成（歯
科）の適用範囲拡大を求める意見書 可　　決

■議会で決まったこと


